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臨床工学ハンドブック改訂版発行にあたって

医療の世界は日々進歩発展していますが、それに伴い臨床工学の分野も進歩

し変化しています。

静岡県臨床工学技士会が作成し、1996年 11月 に発行した臨床工学ハンドブ

ックは、広く臨床の現場で利用されてきました。しかし、時の流れと共に内容

の見直しが余儀なくされ、今回多くの方々の手を借り改訂版を発行することに

なりました。

この改訂版は初版と同様のファイル形式とし、日々の変化に伴い内容の変

更 。訂正・追加等ができるように考えられています。また、初版に比べ文字を

大きくして「見やすさ」と「使いやすさ」を考え、サイズは A5サイズに変更
されました。

最近の医療機器はほとんどがマイクロプロセッサによる制御機構がなされ、

機器の機構や基本性能も大差がなくなってきています。臨床工学技士は医療機

器の購入から廃棄までを見ていく上で、やはり臨床工学そのものの基礎を知ら

なければならないはずが、実際には自分の専門分野以外はよく分かっていない

というのが現状でしょう。そのような基礎知識となりうる臨床工学ハンドブッ

クを、これからも会員の皆様と一緒に改良し、更に良いものへ作り変えていき

たいと考えています。

また、他の施設では「どのような工夫がされ、どのような便利なものがある

のか」など、このハンドブックが会員同士の情報の場となることが理想であり、

会員の多くの人たちに利用されれば幸いと思います。

ハンドブック改訂版に関する疑問・質問 。提案・意見等がありましたら、本

技士会の編集委員会または事務局までご連絡ください。会員の皆様によって、

更に充実したハンドブックが完成していくことを望んでいます。

皆様のご理解とご協力をお願いします。

2001年 6月  岩問  元
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